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　母
と
子
と
共
に
あ
り
た
い鳥

居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。

エッセイ

「令和７年度第94回
全国民生委員児童委員大会北海道大会」開催報告

■写真「令和7年度第94回全国民生委員児童委員大会北海道大会式典会場風景」

インフォメーション
秋の褒章・叙勲 ………………………… 7
新年のごあいさつ ……………………… 8
エッセイ：ひとをつなぐ
 「�母と子と共にありたい」 ………… 8

靴
も
服
も
本
も
譲
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
で
す

も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
い
か
が
で
す
か

貧
し
さ
を
か
ら
か
わ
れ
ま
す

い
じ
め
を
訴
え
ら
れ
ま
せ
ん

心
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
毎
日
で
す

気
丈
に
振
る
舞
う
子
が
不
憫
で
す

母
を
支
え
る
子
は
心
根
が
真
っ
直
ぐ
で
す

決
し
て
挫
け
な
い
と
ま
な
ざ
し
で
返
し
ま
す

素
直
で
と
て
も
笑
顔
が
美
し
い
子
で
す

主
任
児
童
委
員
の
役
目
が
問
わ
れ
ま
す

地
域
で
決
し
て
孤
立
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん

い
た
わ
り
あ
う
母
と
子
と
共
に
あ
り
た
い

暮
ら
し
が
凍
て
つ
き
ま
す

何
も
か
も
辛
抱
が
言
葉
に
出
ま
す

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
毎
日
で
す

悩
み
も
苦
し
み
も
ひ
と
り
で
抱
え
ま
す

ま
ず
は
会
っ
て
お
話
し
ま
せ
ん
か

少
し
で
も
心
の
負
担
を
軽
く
し
た
い

何
か
役
に
立
て
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い

靴
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た

ま
だ
履
け
る
よ
と
明
る
く
答
え
ま
す

心
が
痛
く
な
る
毎
日
で
す

子
も
我
慢
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
す

知
り
合
い
に
ち
ょ
っ
と
声
か
け
ま
し
た

17
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「令和７年度第94回全国民生委員児童委員大会北海道大会」開催報告

「
令
和
７
年
度
第
94
回

　
　
　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
会
」開
催
報
告

「
令
和
７
年
度
第
94
回

　
　
　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
会
」開
催
報
告

第
１
日

式　

典

（
敬
称
略
・
役
職
は
当
時
の
も
の
）

■
式
典
プ
ロ
グ
ラ
ム

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

�

ア
イ
ヌ
古
式
舞
踊

　
〔
千
歳
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
保
存
会
〕

　

�

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
演
舞

〔
平
岸
天
神
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
保
存
会
〕

◦
開
会
あ
い
さ
つ

　

北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟

�

会
長　

佐
川　
　

徹

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
信
条
朗
読

　

札
幌
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

紙
谷　

京
子

◦�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
物
故
者
へ

の
黙
祷

◦
式
辞

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

�

会
長　

得
能　

金
市

◦
主
催
者
あ
い
さ
つ

　

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
長�

�

鹿
沼　
　

均

　

こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
長

�

　

中
村　

英
正

　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会

�

　

会
長　

村
木　

厚
子

　

北
海
道
知
事�

　

鈴
木　

直
道

　

札
幌
市
長�

　

秋
元　

克
広

◦
登
壇
者
紹
介

　

北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会

�

　

会
長　

塚
本　

泰
司

開会あいさつ 北海道民生委員児童委員連盟 佐川会長
　

令
和
７
年
９
月
４
日
・
５
日
、
第
94
回
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
北

海
道
大
会
（
以
下
、「
全
国
大
会
」）
を
札
幌
市
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
４
︐１
６
１
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
第
１
日
は
、
北
海
道

立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー（
北
海
き
た
え
ー
る
）に
て
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
２
日
は
、
札
幌
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
も
会
場
を
拡
大
し
、

２
会
場
に
分
か
れ
て
活
動
交
流
集
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
全
国
各
地

の
事
例
発
表
を
通
し
て
課
題
の
共
有
を
図
り
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る

研
究
・
協
議
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
号
は
、
43
年
振
り
に
北
海
道
で
開
催
し
た
全
国
大
会
に
つ
い
て
、
開
催

地
と
し
て
の
成
果
や
反
省
点
を
含
め
報
告
し
ま
す
。

千歳アイヌ文化伝承保存会

平岸天神ソーラン踊り保存会

オープニング
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「令和７年度第94回全国民生委員児童委員大会北海道大会」開催報告

「
令
和
７
年
度
第
94
回

　
　
　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
会
」開
催
報
告

「
令
和
７
年
度
第
94
回

　
　
　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
大
会
」開
催
報
告

　

札
幌
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

梶
井　

祥
子

◦�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

会
長
表
彰

・�

優
良
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

表
彰�

66
民
児
協

　

�

代
表　

北
海
道
士
別
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

植
　

信
雄

・�

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
会
長
表
彰　

２
４
５
名

　

�

代
表　

札
幌
市
手
稲
区
新
発
寒
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

有
江　

裕
子

・�

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
役
員
表
彰　

１
９
６
名

　

�

代
表　

秋
田
県
仙
北
市
角
館
町
民

生
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

桃
園　

豊
弘

・�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

�

４
，０
３
０
名

　

�

代
表　

札
幌
市
西
区
八
軒
中
央
地

区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

�

会
長　

阿
部　

信
男

・�

永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員

表
彰�

３
，１
９
２
名

　

�

代
表　

北
海
道
島
牧
村
民
生
委
員

協
議
会�

瀬
戸
川
裕
香

◦
特
別
講
義

　「
な
ぜ
人
と
人
は
支
え
合
う
の
か
」

　

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー

�

渡
辺　

一
史

　2003年に出版されたデビュー作の『こんな夜更けにバナ
ナかよ』が、15年後の2018年に大泉洋さんの主演で映画化
され、自分としてはタナボタという思いでした。映画は「愛
しき実話」というサブタイトルで公開されましたが、原作
とはかなり違います。
　筋ジストロフィーという難病を抱えた鹿野靖明さんと介
助ボランティアとの交流のお話が、日々の皆さんの民生委

員児童委員活動と共通点があればいいなと思います。
　そもそも、「人助け」や「ボランティア」、「人を支援する」という行為は、う
まくいかないことだらけです。支援しようという相手から批判されたり、悪口を
言われたり、裏切られたり、一見、「恩を仇で返される」ような行為を受けるこ
とも少なくありません。
　しかし、「うまくいかない」ということの中に、人を支援することや人間関係
の本質があり、その意義が隠れているのです。「うまくいかない」というプロセ
スをネガティブに捉えるのではなく、それまでの既成の価値観や自分の価値観、
組織が成長するきっかけと捉えることがとても大事で、お互
いのズレや食い違いをどうすり合わせ、信頼関係を築いてい
くか。そこにドラマがあり、お互いの気づきや成長のきっか
けがあるのではないでしょうか。
　渡辺一史氏は、このように語り、講義を進めました。講義
内容の要旨は、全国民生委員児童委員連合会（以下、「全民
児連」）が発行する「民生委員・児童委員のひろば」に掲載
される予定ですのでご覧ください。

鹿野 靖明（しかの やすあき）氏 プロフィール
・1959年（昭和３年）生まれ
・1983年（昭和58年）より札幌いちご会のメンバーとして活動
・�同年、23歳のとき、それまでいた障がい者施設を退所し、札幌市内のアパ
ートで「自立生活」をスタート
・�自らボランティアを募集し、自ら介助者を育てながら2002年（平成14年）
に42歳で亡くなるまで自立生活を続けた。

■特別講義「なぜ人と人は支え合うのか」
渡辺 一史 氏ノンフィクションライター

民生委員の歌斉唱

アトラクション　札幌国際情報高校吹奏楽部

拠金贈呈（謝辞） 優良民生委員児童委員協議会表彰

永年勤続民生委員・児童委員表彰
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「令和７年度第94回全国民生委員児童委員大会北海道大会」開催報告

◦
大
会
宣
言

　

�

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

�

　

副
会
長　

松
下　
　

明

◦
拠
金
贈
呈

　

�（
拠
金
贈
呈
）
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
連
合
会

�

　

会
長　

得
能　

金
市

　

�（
目
録
受
領
）
札
幌
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

�

　

副
会
長　

大
西　

國
男

　

�（
謝
辞
）
北
海
道
民
生
委
員
児
童

委
員
連
盟

�

　

副
会
長　

梅
田　

絹
子

◦
次
期
開
催
地
あ
い
さ
つ

　

�

滋
賀
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
連
合
会　

会
長　

小
林
江
里
子

◦
民
生
委
員
の
歌
斉
唱

　

�

民
生
委
員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」

　

札
幌
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　

＊
道
民
児
連
正
副
会
長
も
参
加

◦�

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

Dancing &
 Playing

　
〔
札
幌
国
際
情
報
高
校
吹
奏
楽
部
〕

■
大
会
宣
言
の
採
択

　

特
別
講
義
の
後
、
な
り
て
確
保
や

委
員
活
動
の
継
続
に
向
け
た
環
境
づ

く
り
、
災
害
に
備
え
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
２
年

後
の
民
生
委
員
制
度
創
設
１
１
０
周

年
に
向
け
て
、
決
意
新
た
に
大
会
宣

言
を
採
択
し
ま
し
た
。

第
２
日

活
動
交
流
集
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
敬
称
略
・
役
職
は
当
時
の
も
の
）

　

大
会
第
２
日
は
、
５
つ
の
テ
ー
マ

別
活
動
交
流
集
会
と
１
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
札
幌
市

民
児
協
と
役
割
分
担
し
、
道
民
児
連

で
担
当
し
た
３
つ
の
集
会
②
③
⑤
で

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

担
当
集
会
の
運
営
幹
事
を
道
民
児
連

副
会
長
が
担
い
、
司
会
を
副
会
長
所

属
支
部
の
副
支
部
長
に
お
務
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
活
動
交
流
集
会
１

高
齢
者・障
が
い
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
（
地
域
包
括
支
援
）

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
地
方

公
共
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
含
め
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
民
児
協
と
し

て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
か
を
考
え
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　
�

北
星
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
社

会
福
祉
学
科
教
授�

岡
田　

直
人

〈
事
例
発
表
〉

①�
「
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」

　

�

神
奈
川
県
茅
ケ
崎
市
海
岸
地
区
民

児
協�

会
長　

丸
山　
　

泰

②�

「
知
的
障
が
い
者
と
そ
の
家
族
と

の
交
流
を
通
じ
て
」

　

�

宮
城
県
大
和
町
民
児
協
障
害
者
福

祉
部
会�

部
会
長　

八
島　

時
彦

③�

「
北
海
道
警
察
と
の
高
齢
者
宅
へ

の
同
行
訪
問
の
取
り
組
み
」

　

�

札
幌
市
南
区
藤
野
地
区
民
児
協

�

会
長　

星
野　

数
夫

■
活
動
交
流
集
会
２

子
育
ち
、
子
育
て
を
応
援
す
る

地
域
づ
く
り

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が

で
き
る
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
の
連
携
の

も
と
、
子
ど
も
や
そ
の
家
族
へ
の
支

援
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　

�

日
本
福
祉
大
学
社
会
福
祉
学
部

�

教
授　

野
尻　

紀
恵

〈
事
例
発
表
〉

①�

「
地
域
と
つ
な
が
る
ほ
っ
と
カ
フ

ェ
」

　

青
森
県
青
森
市
中
央
地
区
民
児
協　

�

会
長　

工
藤
知
久
子

②�

「
市
の
子
育
て
支
援
体
制
と
児
童

委
員
・
主
任
児
童
委
員
の
連
携
を

通
し
て
」

大 会 宣 言
　我が国では、今後さらに急速な人口減少や少子高齢化が本格化していきま
す。地域では、単身世帯の増加や地域のつながりの希薄化などを背景として、
複雑化・複合化する地域生活課題への対応を図るため、地域共生社会の実現
に取り組んでいくことが重要な課題とされています。そのために、地域住民
の身近な相談相手であり、支援へのつなぎ役である私たち民生委員・児童委
員の役割は一層期待されるところとなっています。そのようななか、本年12 
月の一斉改選では、多くの新任委員を迎えます。民生委員・児童委員のなり
てを確保し、支援力を高めていくためには、地域特性に応じて活動を継続で
きる環境づくりを図ることが急務です。
　また、近年全国各地で災害が頻発し、激甚化しています。本年５月、被災
者に対する福祉的支援の充実が災害対策基本法等に明記されたところであ
り、災害に備え、地域住民と信頼関係をもとに、平時から関係機関との連携
を強化し、災害時の対応や役割分担等について確認しておくことが必要です。
　本日、ここ北海道において、第94回全国民生委員児童委員大会の開催にあ
たり、２年後の民生委員制度創設110周年に向けて、私たちはともに生きる
豊かな地域社会づくりに取り組む決意を新たにし、次のとおり宣言します。
一、�ともに暮らす地域住民が孤立することのないよう、日々の見守りや相談
支援活動を重ねるとともに、関係機関とさらなる連携を図り、地域共生
社会づくりに取り組みます

一、�わが国の未来を担う子どもたちが健やかに育つことができるよう、子ど
もの権利と育ちを守り、子育て家庭が安心して暮らすことができる地域
社会づくりに取り組みます

一、�全国の災害被災地の人びとや、そこで活動する民生委員・児童委員への
支援を引き続き行うとともに、平常時から災害に備えた地域社会づくり
に取り組みます

一、�基本的人権への理解を深めるとともに、人権啓発に関する活動へ積極的
に協力し、人権を尊重した地域社会づくりに取り組みます

一、�広く社会に対し民生委員・児童委員制度の周知を図り、民生委員・児童
委員活動、主任児童委員活動に関する正しい理解の浸透と協力の拡大に
向けて取り組みます

令和７年９月４日　第94回全国民生委員児童委員大会（於 北海道札幌市）
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�

富
山
県
南
砺
市
民
児
協
主
任
児
童

委
員�

代
表
・
理
事　

宇
野　

雪
江

　

�
南
砺
市
役
所
地
域
包
括
医
療
ケ
ア

部
福
祉
課

�
課
長
補
佐　

得
能 

宏
美

③��「
旭
川
市
内
小
学
生（
５
・
６
年
生
）

　

�『
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
』の
取
り
組
み
」

　

旭
川
市
民
児
連

�

副
会
長　

猫
山　

房
良

■
活
動
交
流
集
会
３

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
と

地
域
共
生
社
会
の
実
現

　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
の
あ

り
方
を
考
え
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　

�

文
京
学
院
大
学
人
間
学
部
人
間
福

祉
学
科

�

学
科
長
・
教
授　

中
島　
　

修

〈
事
例
発
表
〉

①�

「『
お
互
い
さ
ま
情
報
交
換
会
』

を
通
じ
て
地
域
と
つ
な
が
る
～
民

生
委
員
は
ひ
と
り
で
は
な
い
～
」

　

�

岩
手
県
雫
石
町
民
児
協
高
齢
者
部

会�

部
会
長　

下
川
原
正
之

②�

「
安
心
し
て
相
談
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
」

　

香
川
県
高
松
市
香
西
地
区
民
児
協

�

会
長　

佐
藤　

隆
男

③�

「『
応
急
生
活
支
援
事
業
』
の
取

り
組
み
」

　

登
別
市
民
児
協

�

副
会
長　

畠
山　

基
子

■
活
動
交
流
集
会
４

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

推
進
お
よ
び
民
児
協
機
能
強
化
に

向
け
て

　

な
り
て
確
保
に
向
け
、
新
任
委
員

や
就
業
し
な
が
ら
活
動
す
る
委
員

が
、
で
き
る
だ
け
活
動
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
に

つ
い
て
、
民
児
協
の
具
体
的
な
実
践

事
例
か
ら
学
び
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　

�

元 

高
崎
健
康
福
祉
大
学
健
康
福

祉
学
部
社
会
福
祉
学
科�

�

教
授　

金
井　
　

敏

〈
事
例
発
表
〉

①
「
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」

　

山
形
県
酒
田
市
民
児
連

�

会
長　

石
井　

靖
雄

②�

「
新
任
民
生
委
員
・
児
童
委
員
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
」

　

大
分
県
大
分
市
民
児
協

�

会
長　

得
丸　

直
子

③�

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活
用
し
た
委
員

活
動
の
更
な
る
推
進
と
地
区
民
児

協
の
機
能
強
化
に
向
け
て
」

　

�

札
幌
市
中
央
区
南
円
山
地
区
民
児

協�

会
長　

納
谷　
　

悟

■
活
動
交
流
集
会
５

次
な
る
災
害
に
備
え
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び

民
児
協
組
織
と
し
て
の
取
り
組
み

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
支
援
が

必
要
な
住
民
と
の
平
常
時
か
ら
の
関

わ
り
と
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
民
生

委
員
児
童
委
員
に
期
待
さ
れ
る
役
割

を
考
え
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

一
般
社
団
法
人W

ellbe Design
�

理
事
長　

篠
原　

辰
二

〈
事
例
発
表
〉

①�

「『
広
域
避
難
時
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
活
動
』
～
東
日
本
大
震

災
・
原
子
力
発
電
所
事
故
の
経
験

と
教
訓
～
」

　

福
島
県
富
岡
町
民
児
協

�

会
長　

寺
島　

利
文

②�

「
高
齢
世
帯
が
増
加
す
る
大
規
模

住
宅
開
発
エ
リ
ア
に
お
け
る
防
災

へ
の
取
り
組
み
事
例
～
長
寿
日
本

一
と
な
っ
た
『
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
』

で
の
防
災
へ
の
取
り
組
み
～
」

　

�

川
崎
市
麻
生
区
民
児
協
合
同
災
害

委
員
会�

委
員
長　

川
村　

祐
一

③�

「
災
害
に
備
え
る
民
児
協
組
織
づ

く
り
」

　

旭
川
市
末
広
東
地
区
民
児
協

�

会
長　

早
川　

隆
子

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
に
お
け
る
孤
独
・
孤
立
に

寄
り
添
う
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

孤
独
・
孤
立
状
態
に
あ
る
住
民
を

把
握
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で

関
わ
り
、
必
要
な
相
談
支
援
に
繋
げ

て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る
様
々
な

機
関
・
団
体
等
の
連
携
に
よ
る
見
守

り
や
支
援
体
制
づ
く
り
、
取
り
組
み

の
充
実
に
向
け
た
方
策
な
ど
、
孤

独
・
孤
立
に
寄
り
添
い
支
え
て
い
く

民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

〈
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〉

　

�

同
志
社
大
学
社
会
学
部
社
会
福
祉

学
科�

教
授　

永
田　
　

祐

〈
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
〉

①�

「
身
寄
り
が
い
て
も
い
な
く
て
も

安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る

ま
ち
・
豊
田
市
」

　

�

愛
知
県
豊
田
市
福
祉
部
よ
り
そ
い

支
援
課
地
域
共
生
・
社
会

�

参
加
担
当
長　

安
藤　
　

亨

②�

「
つ
な
が
る
こ
と
で
生
き
ら
れ
る

安
心
と
地
域
福
祉
～
社
会
福
祉
協

議
会
が
取
り
組
む
居
住
支
援
と
伴

走
支
援
～
」

　
�

静
岡
県
菊
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

次
長　

堀
川　

直
樹

③
「
地
域
に
根
差
し
て
20
年
」

　

�
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
権
利
擁
護
支

援
・
ぷ
ら
っ
と
ほ
ー
む

�

理
事
長　

冨
田　

哲
生

④�

「
孤
独
・
孤
立
に
寄
り
添
う
た
め

に
他
機
関
や
住
民
と
連
携
し
た
見

守
り
、つ
な
が
り
づ
く
り
の
実
践
」

　

�

札
幌
市
厚
別
区
も
み
じ
台
地
区
民

児
協�

会
長　

石
山　
　

薫

運
営
係
員
の
活
躍

■
運
営
係
員
の
配
置

　

運
営
係
員
の
協
力
な
く
し
て
、
全

国
大
会
の
成
功
は
あ
り
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

①
第
１
日
係
員�

１
４
１
名

◦�

職
員
係
員
78
名

�

（
う
ち
着
ぐ
る
み
係
24
名
）

　

�

・
道
民
児
連
・
札
幌
市
民
児
協
・

北
海
道
・
札
幌
市
・
道
社
協
・
札

幌
市
社
協

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
係
員�

63
名

　

・
小
樽
市
民
児
協�

７
名

　

・
江
別
市
民
児
連�

10
名

　

・
北
広
島
市
民
児
連�

６
名

　

・
石
狩
市
民
児
連�

４
名

　

・
札
幌
市
民
児
協�

36
名

②
第
２
日
係
員�

１
１
１
名

◦
職
員
係
員�

39
名

　

�

・
道
民
児
連
・
札
幌
市
民
児
協
・

北
海
道
・
札
幌
市
・
道
社
協
・
札

幌
市
社
協

◦
民
生
委
員
児
童
委
員
係
員�

72
名
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受
章
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

 
　 ﹇
令
和
７
年 

秋
の
褒
章・叙
勲
﹈

 

●
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
章
者

褒
章
受
章
者

◇
藍
綬
褒
章

北
山

　武
史
（
奈
井
江
町
　現
）

橋
本

　敏
雄
（
斜
里
町
　現
）

叙
勲
受
章
者

◇
旭
日
双
光
章

齊
藤

　
　且
（
三
笠
市
　現
）

伊
東

　久
子
（
上
士
幌
町
　元
）

◇
瑞
宝
双
光
章

日
戸

　宏
治
（
小
樽
市
　現
）

黒
川

　誠
二
（
小
樽
市
　現
）

中
時

　徹
英
（
江
別
市
　元
）

谷
内
惠
美
子
（
三
笠
市
　元
）

宮
本

　正
志
（
千
歳
市
　元
）

多
田

　敏
雄
（
滝
川
市
　元
）

◇
瑞
宝
単
光
章

鈴
木

　敏
夫
（
釧
路
市
　現
）

能
村

　勝
洋
（
利
尻
町
　現
）

菊
地

　信
行
（
標
茶
町
　現
）

村
中

　輝
實
（
深
川
市
　元
）

山
本

　
　進
（
蘭
越
町
　元
）

金
子

　佳
子
（
七
飯
町
　元
）

 

令
和
７
年
度
、秋
の
褒
章
・
叙
勲
で
、

受
章
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　（敬
称
略
）

　

・
小
樽
市
民
児
協�

５
名

　

・
江
別
市
民
児
連�

28
名

　

・
石
狩
市
民
児
連�

３
名

　

・
札
幌
市
民
児
協�

36
名

参
加
者
の
歓
送
迎
企
画

■�

民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る

歓
送
迎

　

道
内
参
加
者
の
中
か
ら
歓
送
迎
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
係
員
を
募
り
ま
し
た
。

会
場
内
外
の
各
所
で
横
断
幕
や
手
作

り
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
を
手
に
持

ち
、
参
加
者
の
歓
送
迎
を
行
い
ま
し

た
。

①
第
１
日
係
員�

１
３
８
名

　

・
上
川
支
部�

１
名

　

・
根
室
地
区
支
部�

２
名

　

・
岩
見
沢
市
民
児
協�

22
名

　

・
江
別
市
民
児
連�

10
名

　

・
千
歳
市
民
児
連�

５
名

　

・
砂
川
市
民
児
協�

２
名

　

・
北
広
島
市
民
児
連�

２
名

　

・
え
り
も
町
民
児
協�

３
名

　

・
枝
幸
町
民
児
協�
２
名

　

・
羅
臼
町
民
児
協�
４
名

　

・
札
幌
市
民
児
協�

85
名

②
第
２
日
係
員　

　

札
幌
市
民
児
協
の
委
員

�

１
５
１
名

▼
聞
か
れ
た
声（
成
果
や
反
省
点
） 

◦�

協
力
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
委
員

か
ら
は
、
全
国
大
会
に
携
わ
り
力

に
な
れ
た
こ
と
へ
の
満
足
感
、
達

成
感
な
ど
好
意
的
な
意
見
が
多
く

聞
か
れ
た
。

◦�

１
日
目
大
会
終
了
後
、
参
加
者
の

方
か
ら
帰
り
際
に
笑
顔
で
「
楽
し

か
っ
た
よ
」、「
あ
り
が
と
う
」
の

お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も

嬉
し
く
な
っ
た
。

◦�

運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
（
委
員
）
が
、

い
き
い
き
と
笑
顔
で
大
会
運
営
に

関
わ
っ
て
く
れ
て
い
た
。
北
海
道

と
札
幌
市
の
一
体
感
が
、
全
国
の

参
加
者
に
も
伝
わ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

◦�
歓
送
迎
係
員
の
お
も
て
な
し
が
と

て
も
良
か
っ
た
。

◦�

天
候
に
恵
ま
れ
た
が
、
歓
送
迎
係

員
は
屋
外
で
長
時
間
の
活
動
と
な

っ
た
た
め
、
体
力
的
に
大
変
だ
っ

た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

◦�

当
初
、
歓
送
迎
係
は
比
較
的
軽
易

な
活
動
と
想
定
し
て
い
た
が
、
結

果
的
に
は
他
の
係
よ
り
も
大
変
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

◦�

救
護
室
の
お
世
話
に
な
っ
た
方
の

多
く
が
、
歓
送
迎
係
員
や
冷
房
が

効
か
な
い
場
所
を
受
け
持
つ
運
営

係
員
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
日

の
天
候
も
想
定
し
た
細
や
か
な
配

慮
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
う
。

◦�

前
日
、
座
席
に
資
料
配
置
す
る
作

業
を
道
民
児
連
と
札
幌
市
民
児
協

の
職
員
の
み
で
対
応
し
た
た
め
長

時
間
の
作
業
と
な
っ
た
。
も
う
少

し
人
員
が
多
い
と
ス
ム
ー
ズ
だ
っ

た
と
思
う
（
リ
ハ
ー
サ
ル
で
居
合

わ
せ
た
佐
川
会
長
と
梅
田
副
会
長

に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
申
し
訳

な
か
っ
た
。）。

■
着
ぐ
る
み
に
よ
る
歓
送
迎

　

北
海
道
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
キ
ュ
ン
ち
ゃ
ん
」
に
加
え
て
、
札

幌
市
各
区
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
着
ぐ
る
み
12
体
も
登
場
し
、

歓
送
迎
を
行
い
ま
し
た
。
札
幌
市
社

会
福
祉
協
議
会
に
実
習
に
来
て
い
た

学
生
７
名
も
汗
を
流
し
て
奮
闘
し
ま

し
た
。

■�

記
念
撮
影
用
パ
ネ
ル
看
板
の

設
置

　

パ
ネ
ル
看
板
を
作
成
し
、
参
加
者

の
記
念
撮
影
に
利
用
い
た
だ
き
ま
し

た
。

・�

第
１
日

　

北
海
き
た
え
ー
る
会
場
に
設
置

・�

第
２
日

　

�

札
幌
市
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
会
場
に
設
置

 

▼
聞
か
れ
た
声（
成
果
や
反
省
点
） 

◦�

記
念
撮
影
用
パ
ネ
ル
看
板
の
設
置

所
に
苦
慮
し
た
た
め
、
事
前
の
告

知
や
計
画
的
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
で

き
な
か
っ
た
。

◦�

記
念
撮
影
用
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所
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受
章
お
め
で
と
う

　
　
　ご
ざ
い
ま
す

 

　 ﹇
令
和
７
年 

秋
の
褒
章・叙
勲
﹈

 

●
秋
の
褒
章
・
叙
勲
受
章
者

褒
章
受
章
者

◇
藍
綬
褒
章

北
山

　武
史
（
奈
井
江
町
　現
）

橋
本

　敏
雄
（
斜
里
町
　現
）

叙
勲
受
章
者

◇
旭
日
双
光
章

齊
藤

　
　且
（
三
笠
市
　現
）

伊
東

　久
子
（
上
士
幌
町
　元
）

◇
瑞
宝
双
光
章

日
戸

　宏
治
（
小
樽
市
　現
）

黒
川

　誠
二
（
小
樽
市
　現
）

中
時

　徹
英
（
江
別
市
　元
）

谷
内
惠
美
子
（
三
笠
市
　元
）

宮
本

　正
志
（
千
歳
市
　元
）

多
田

　敏
雄
（
滝
川
市
　元
）

◇
瑞
宝
単
光
章

鈴
木

　敏
夫
（
釧
路
市
　現
）

能
村

　勝
洋
（
利
尻
町
　現
）

菊
地

　信
行
（
標
茶
町
　現
）

村
中

　輝
實
（
深
川
市
　元
）

山
本

　
　進
（
蘭
越
町
　元
）

金
子

　佳
子
（
七
飯
町
　元
）

 

令
和
７
年
度
、秋
の
褒
章
・
叙
勲
で
、

受
章
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の

方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　（敬
称
略
）

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
を
多
数
受

け
た
。
資
料
に
掲
示
し
て
お
く
な

ど
の
対
応
が
で
き
れ
ば
良
か
っ
た

と
思
う
。
２
日
目
は
、
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
た

が
、
そ
れ
を
知
ら
さ
れ
た
参
加
者

（
き
た
え
ー
る
）
が
が
っ
か
り
し

て
い
た
。
２
日
目
会
場
が
分
か
れ

る
こ
と
を
考
慮
し
、
記
念
撮
影
用

パ
ネ
ル
は
複
数
枚
用
意
す
れ
ば
よ

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

◦�

記
念
撮
影
用
の
看
板
が
参
加
者
に

は
大
切
な
ア
イ
テ
ム
に
な
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

�

今
回
の
反
省
を
次
の
大
会
で
活
か

し
て
も
ら
え
る
と
思
う
。

◦�

パ
ネ
ル
看
板
だ
け
で
な
く
、
横
断

幕
で
記
念
撮
影
が
で
き
た
の
で
よ

か
っ
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

次
回
以
降
の
大
会
に
向
け
て

■
全
体
を
通
し
て

▼
聞
か
れ
た
声（
成
果
や
反
省
点
） 

◦�

こ
れ
ま
で
の
大
会
の
経
過
を
踏
ま

え
、
費
用
的
に
身
の
丈
に
あ
っ
た

全
国
大
会
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
催

し
た
が
、
そ
の
目
標
は
達
成
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

◦�

各
活
動
交
流
集
会
の
講
師
陣
か

ら
、「
非
常
に
良
い
大
会
だ
っ
た
。

良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。」

と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ

い
た
。

◦�

全
国
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
名
鉄

観
光
の
連
携
が
取
れ
て
、
こ
の
規

模
で
も
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
が
で
き

て
い
た
と
感
じ
る
。

◦�

道
外
参
加
者
バ
ス
が
65
台
、
道
内

参
加
者
バ
ス
が
57
台
と
、
通
常
大

会
で
は
過
去
に
な
い
貸
切
バ
ス
の

運
行
台
数
と
な
っ
た
が
、
名
鉄
観

光
の
仕
切
り
で
混
乱
な
く
バ
ス
へ

の
乗
降
、入
退
場
が
で
き
て
い
た
。

◦�
貸
切
バ
ス
に
よ
る
道
内
参
加
者
に

は
、
早
い
時
間
帯
で
入
場
を
い
た

だ
き
、
退
場
は
最
後
の
最
後
ま
で

残
っ
て
も
ら
う
形
と
な
っ
た
が
、

事
前
に
協
力
依
頼
を
し
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
参
加
者
か
ら
不
平
不

満
が
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
参
加
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。

◦�

手
荷
物
を
も
っ
た
ま
ま
運
営
に
従

事
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
も
い
た
。

事
前
に
手
荷
物
の
預
か
り
は
し
な

い
旨
を
説
明
し
て
い
る
も
、
荷
物

預
か
り
や
配
食
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

の
保
全
な
ど
、
係
員
の
お
世
話
を

す
る
係
員
を
設
け
て
も
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

◦�

札
幌
国
際
情
報
高
校
吹
奏
楽
部
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
と
て
も
よ

く
、
元
気
を
も
ら
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
全
民
児
連
と
の
調
整

や
連
携
に
関
す
る
反
省
点
が
多
々
あ

り
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
滋
賀
県
民

児
協
連
に
申
し
送
り
し
ま
し
た
。
令

和
８
年
度
第
95
回
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
大
会
滋
賀
大
会
は
、
令
和
８

年
10
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮
び
わ
湖
大

津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
次
の
令
和
９
年
に
は

民
生
委
員
制
度
創
設
１
１
０
周
年
を

迎
え
、
開
催
時
期
は
未
定
で
す
が
、

有
明
ガ
ー
デ
ン
東
京
ガ
ー
デ
ン
シ
ア

タ
ー
に
お
い
て
記
念
大
会
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
道
民
児
連

と
し
ま
し
て
も
、
例
年
よ
り
も
大
き

な
規
模
で
北
海
道
参
加
団
を
結
成
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、ご
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

アンテナ道民児連
掲載写真募集

あなたの一枚を
アンテナ道民児連に
載せてみませんか！

　アンテナ道民児連の表紙やページのカットに使用する写真を募集
します。風景・行事・人・動物・植物など、題材は問いませんので
奮ってご応募をお願いします。
　なお、ご応募の中から選り抜きのうえ、採
用させていただきますので掲載とならない場
合もありますことを予めご承知おきください。

＊応募先メールアドレス　m.hasegawa@dominjiren.or.jp
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　母
と
子
と
共
に
あ
り
た
い鳥

居 

一
頼

 

【
筆
者
紹
介
】

鳥
居  

一
賴（
ト
リ
イ  

カ
ズ
ヨ
リ
）
１
９
４
９
年
生
、
登
別
市
出
身
、
北
海
道
教
育
大
卒
。

道
内
で
18
年
間
教
壇
に
立
つ
。
道
教
委
、
道
庁
な
ど
に
勤
務
後
、
室
蘭
･
登
別
で
小
学
校
校
長
歴
任
。
そ
の
後
関
西
の
私
立
大
学
の
教
授
。

現
在
、
登
別
市
き
ず
な
大
使
と
し
て
市
社
協
の
地
域
福
祉
実
践
計
画
推
進
を
支
援
す
る
か
た
わ
ら
、
地
域
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
も
活

動
し
て
い
る
。
社
会
福
祉
法
人
北
海
道
友
愛
福
祉
会
理
事
。
ま
た
道
民
児
連
が
令
和
５
年
よ
り
設
置
し
た「
民
児
協
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
委
員
長
を
担
わ
れ
て
い
る
。『
民
生
委
員
児
童
委
員
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
す
す
め
』（
道
民
児
連
２
０
２
１
年
刊
）の
中
で
詩
集『
情
緒

は
私
を
支
配
す
る
。
論
理
よ
り
も
強
く
』が
教
材
化
さ
れ
、
初
任
者
研
修
で
は
詩
を
も
ち
い
た
斬
新
な
研
修
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。

主
な
著
書
に「
子
ど
も
と
学
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
こ
っ
ち
ょ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業
論
」（
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）な
ど
。

エッセイ

「令和７年度第94回
全国民生委員児童委員大会北海道大会」開催報告

■写真「令和7年度第94回全国民生委員児童委員大会北海道大会式典会場風景」

インフォメーション
秋の褒章・叙勲 ………………………… 7
新年のごあいさつ ……………………… 8
エッセイ：ひとをつなぐ
 「�母と子と共にありたい」 ………… 8

靴
も
服
も
本
も
譲
っ
て
い
た
だ
け
そ
う
で
す

も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
い
か
が
で
す
か

貧
し
さ
を
か
ら
か
わ
れ
ま
す

い
じ
め
を
訴
え
ら
れ
ま
せ
ん

心
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
毎
日
で
す

気
丈
に
振
る
舞
う
子
が
不
憫
で
す

母
を
支
え
る
子
は
心
根
が
真
っ
直
ぐ
で
す

決
し
て
挫
け
な
い
と
ま
な
ざ
し
で
返
し
ま
す

素
直
で
と
て
も
笑
顔
が
美
し
い
子
で
す

主
任
児
童
委
員
の
役
目
が
問
わ
れ
ま
す

地
域
で
決
し
て
孤
立
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん

い
た
わ
り
あ
う
母
と
子
と
共
に
あ
り
た
い

暮
ら
し
が
凍
て
つ
き
ま
す

何
も
か
も
辛
抱
が
言
葉
に
出
ま
す

心
が
折
れ
そ
う
に
な
る
毎
日
で
す

悩
み
も
苦
し
み
も
ひ
と
り
で
抱
え
ま
す

ま
ず
は
会
っ
て
お
話
し
ま
せ
ん
か

少
し
で
も
心
の
負
担
を
軽
く
し
た
い

何
か
役
に
立
て
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い

靴
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た

ま
だ
履
け
る
よ
と
明
る
く
答
え
ま
す

心
が
痛
く
な
る
毎
日
で
す

子
も
我
慢
す
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
す

知
り
合
い
に
ち
ょ
っ
と
声
か
け
ま
し
た

17

謹んで初春のお慶びを申しあげます謹んで初春のお慶びを申しあげます
　昨年中は本連盟運営につきまして、格別のお力添えを賜り
厚くお礼申しあげます。
　本年も誰もが安心して暮らせる地域づくりに向け、役職員と
もども努力してまいりますので、一層のご指導、ご鞭撻のほど
よろしくお願い申しあげます。

令和八年　新春　

道民児連役員等は、令和８年２月24日第２回地区・市支
部⾧会議の開催以降に一斉改選後の体制となる予定です。

公益財団法人 北海道民生委員児童委員連盟

他役職員一同

会　　長　　佐　川　　　徹
副 会 長　　梅　田　絹　子

船　橋　優　子
　関　原　　　久

常務理事　　長谷川　　　稔


